
ま
た
一
部
地
域
に
は
医
師
や
知
識
人
に
よ
っ
て
堕
胎
、
生
児
殺
し

の
悪
弊
の
啓
蒙
が
行
わ
れ
た
。
中
で
も
日
野
郡
二
部
宿
の
足
羽
泰

順
、
純
享
の
「
勧
善
小
萎
」
と
い
う
啓
蒙
書
に
よ
る
民
衆
指
導
は
特

記
す
識
へ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
新
政
府
に
な
っ
て
堕
胎
薬
禁
止
、
堕
胎
禁
止
令
が
出
さ
れ
た

が
、
鳥
取
県
内
で
堕
胎
が
私
的
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
日
清
、

日
露
の
戦
後
の
富
国
強
兵
策
の
た
め
、
官
憲
に
よ
る
酷
し
い
取
締
り

が
行
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
鳥
取
県
・
開
業
）

の
生
育
帳
を
確
認
さ
せ
た
。

膣
の
中
に
薬
物
を
挿
入
し
て
治
療
す
る
方
法
を
記
載
し
た
医
書

に
、
戸
田
旭
山
が
著
し
た
『
中
條
流
産
科
全
書
』
（
宝
暦
元
年
）
が
あ

（
利
且
）

る
。
こ
の
中
の
「
中
條
流
別
録
口
伝
薬
方
」
に
は
、

○
握
薬
ノ
方
当
坂
（
五
分
）
紅
花
（
三
分
）
丁
子
（
二
分
）
藍
玉

三
分
）
良
香
（
二
分
）
牡
丹
皮
（
二
分
）
右
調
合

に
て

○
（
六
分
大
）
是
程
ニ
シ
テ
絹
二
包
ミ
手
ノ
内
二
入
し
置
テ
ョ

シ

血
塊
古
血
ナ
ド
ハ
本
味
用
テ
後
可
レ
指
モ
シ
下
リ
カ
ネ
バ
ニ
ッ

モ
三
ツ
モ
入
し
替
テ
ョ
シ
下
ル
物
ハ
白
キ
物
モ
赤
キ
物
モ
ァ

ル
也

○
同
サ
シ
薬
ノ
方
（
古
血
下
シ
ト
モ
又
子
ク
サ
リ
薬
ト
モ
云
懐
胎
ノ

女
二
用
ユ
ル
コ
ト
勿
レ
）

少
尭

梹
榔
子
（
五
分
）
粉
ニ
シ
テ
薄
荷
ノ
煎
ジ
汁
（
少
）
丸
ジ
テ
水

梶
原
性
全
と
中
條
流
の
膣
坐
薬
、

そ
の
独
創
性
に
つ
い
て

蔵
方
宏
昌
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少
々
付
け

銀
（
少
）
右
ノ
丸
薬
ノ
サ
キ
ニ
サ
シ
大
サ
○
（
四
分
大
）
是
程

ニ
シ
テ
産
門
二
押
シ
入
レ
テ
ー
時
バ
カ
リ
置
く
ナ
リ

ず
る

懐
胎
ノ
時
唯
指
す
ベ
カ
ラ
ズ
一
ト
サ
シ
ニ
テ
子
ハ
腐
リ
ズ
ン

ノ
く
’
二
成
り
下
ル
ゾ

と
書
か
れ
て
い
て
、
梶
完
次
は
こ
の
記
載
を
「
従
来
の
医
書
に
全
然

記
述
の
な
か
っ
た
『
膣
内
へ
薬
品
挿
入
』
を
試
み
た
一
事
で
あ
る
」

（
ｎ
乙
）

と
述
、
へ
、
膣
坐
薬
は
中
條
流
の
創
始
で
あ
る
と
し
て
評
価
し
た
。

し
か
し
、
膣
坐
薬
に
つ
い
て
は
既
に
梶
原
性
全
が
『
頓
医
抄
』

（
嘉
元
二
年
）
に
記
し
て
い
る
の
で
、
梶
の
評
価
は
訂
正
を
要
す
る
。

（
ｑ
Ｊ
）

『
頓
医
抄
』
巻
二
十
九
の
「
婦
人
陰
冷
方
論
第
十
こ
に

一
方
婦
人
ノ
子
宮
冷
陰
冷
タ
ル
ヲ
治
ス

蛇
床
子
四
両
呉
茱
萸
六
両
涛
香
二
朱

右
細
末
シ
テ
煉
毒
ニ
テ
八
ハ
Ｕ
是
程
二
作
テ
綿
二
裏
テ
陰
中
二
入

テ
置
テ
悪
物
下
り
卒
愈

（
３
）

と
記
し
、
巻
三
十
の
「
求
子
方
論
第
一
」
で
は

婦
人
ノ
子
宮
冷
無
子
ヲ
治
ス

涛
香
二
分
宅
莱
奉
鯲
罎
尉
宕
詫
一
耐
守
分

川
椒
妙
所
出
鋤

右
煉
蕃
ニ
テ
ｎ
Ｍ
Ｕ
是
程
二
丸
メ
綿
二
裏
テ
陰
ノ
中
二
可
入
一

日
一
度
シ
Ｌ
可
替
久
シ
テ
有
効

と
述
令
へ
て
い
て
、
中
條
流
が
子
宮
や
膣
に
溜
っ
て
い
る
古
血
や
血
塊

を
下
す
の
に
用
い
て
い
る
が
、
性
全
は
子
宮
や
膣
・
外
陰
部
が
冷
え

て
い
る
（
循
環
不
全
）
の
を
治
す
の
に
用
い
て
い
る
。
坐
薬
の
形
は

す
り
こ
ぎ

中
條
流
は
丸
剤
で
あ
る
が
、
性
全
の
方
は
長
楕
円
形
や
播
粉
木
形
で

あ
り
現
代
の
剤
形
と
似
て
い
る
・

膣
坐
薬
に
関
し
て
性
全
の
方
と
中
條
流
の
方
と
を
比
較
す
る
と
、

膣
内
へ
薬
品
を
挿
入
す
る
と
い
う
以
外
は
類
似
点
が
見
出
せ
な
い
。

お
そ
ら
く
、
中
條
流
の
膣
坐
薬
の
治
療
法
に
は
『
頓
医
抄
』
の
影
響

は
な
く
、
独
自
に
発
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
性
全
と

中
條
流
の
膣
坐
薬
や
こ
の
治
療
法
の
原
点
が
中
国
の
医
書
に
あ
る
の

か
ど
う
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

註
（
１
）
富
士
川
勝
ら
『
日
本
産
科
叢
書
』
（
復
刻
版
）
思
文
閣
昭
和
四

六
年
二
八
頁
ル
ビ
は
梶
完
次
「
明
治
前
日
本
産
婦
人
科
史
」
に

よ
り
補
足
。

（
２
）
梶
完
次
「
明
治
前
日
本
産
婦
人
科
史
」
（
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』

第
四
巻
）
日
本
学
術
振
興
会
一
九
六
四
一
○
九
頁

（
３
）
写
本
。
慶
応
義
塾
大
学
・
富
士
川
文
庫
。

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）
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